
　私たちにとって今や欠かすことのできない

ＩＰ電話。運用開始から８年が経過し、新た

な機器への更新が迫っています。

　今回は、地域情報通信基盤施設（光施設）

の現状と、急がれる更新対策の課題をお知ら

せします。
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サービス名 利用者負担料金

ＩＰ電話 無料

地上デジタル
テレビ放送

１世帯あたり
月額 500 円

（年額 6,000 円）

インターネット
インターネット
回線業者との

契約に基づく料金

＜提供しているサービスと施設運営収支の状況＞

■ 光施設運用までの経過と現状

町の課題を知り、みんなで解決策を考えよう

　約９億２，５５６万円（国補助金：８億２，５５６万円、過疎債：１億円）を要したこの施設は、

専用パソコンやネットワーク機器などと、個人宅に設置のＩＰ告知端末機や屋外拡声器を光ファ

イバ網で結んだ施設で、「テレビの視聴」やＩＰ告知端末機による「町からのお知らせ」、「災害警報」、

「全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急放送」、「無料テレビ電話」など、道内市町村で

も数少ない多目的な行政情報伝達施設として重要な役割を担ってきました。

■ 更新対策と課題

 【積丹町地域情報通信基盤施設（光施設）】

年度

収　入 支　出

差引地デジ

使用料

施設貸付
収入等

合　計 運営費

Ｈ 27 6,630 4,851 11,481 18,385 ▲ 6,904

Ｈ 28 6,474 4,863 11,337 20,195 ▲ 8,858

Ｈ 29 6,462 4,666 11,128 14,979 ▲ 3,851

（単位：千円）

　平成 23 年度の運用開始から８年が経過し、10 年間の機器性能保守年限も迫っていることもあり、

近年は故障も増加しています。

　また、平成 30 年９月６日に発生した胆振東部地震では、北海道全域でブラックアウトを経験し、

停電時や光ファイバ網損傷時の情報伝達手段の確保対策も課題となっています。

　町では、急がれる新たなＩＰ告知システムの更新整備対策を検討していますが、整備には、多

額の整備費用とその新たな財源の確保が必要です。町では、町民生活の「利便性」と「受益者負担」

のあり方や 10 月１日からの国の消費税の引上げなどの視点から、町民の皆さまのご理解とご協力

をいただくことも検討しているところです。

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ

※ Ａ：町民の皆さまが負担している使用料（１世帯あたり 月額５００円（年額６，０００円））

　 Ｂ：インターネット回線業者からの光ケーブル貸付収入など

　 Ｃ：故障修繕費、伝送設備移設工事費、保守契約料、電気料、電柱共架料などの施設の運営に要する経費

　 Ｄ：町が毎年度「地デジ使用料（Ａ欄）」と同額程度を一般財源で積み立てている 「積丹町地域情報通信

　　　 基盤施設整備基金」を取崩して補填しています。
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▲事前訓練の様子（６月 19 日・札幌市）

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
20

▲木の生育状況の調査

第 17 回

「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
森
林
保
全
活
動

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
６

月
19
日
、
札
幌
市
で
『
全
道
消
防

救
助
技
術
訓
練
指
導
会
』
の
事
前

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
前
訓
練
に
は
、
道
内
の

各
消
防
本
部
か
ら
も
多
く
の
訓
練

隊
が
集
ま
り
、今
回
出
場
す
る
「
ほ

ふ
く
救
出
訓
練
」
な
ど
、
全
道
大

会
で
の
好
成
績
を
目
指
し
て
厳
し

い
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

増
山
訓
練
隊
長
は
「
大
会
に
向

け
て
、
６
人
の
隊
員
が
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
自
分
た
ち
の
ベ
ス

ト
が
尽
く
せ
る
よ
う
に
一
生
懸
命

訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
７
月
20
日
に
札
幌
消

防
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
。
出
場
す

る
隊
員
が
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

全
国
大
会
を
目
指
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

　

６
月
22
日
、
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社（
Ｊ
Ｔ
）と
協
働
す
る「
Ｊ

Ｔ
の
森
積
丹
」
森
林
保
全
活
動
が

催
さ
れ
、
山
下
和
人
Ｊ
Ｔ
取
締
役

専
務
執
行
役
員
を
は
じ
め
と
す
る

Ｊ
Ｔ
社
員
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、

町
民
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

17
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
森
林

保
全
活
動
は
、
余
別
川
流
域
エ

リ
ア
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
森
の
中
の
遊
歩
道

に
カ
ラ
マ
ツ
の
チ
ッ
プ
を
敷
く

『
遊
歩
道
整
備
』
や
遊
歩
道
内
の

木
の
『
樹
名
板
の
作
成
』、
木
の

直
径
や
高
さ
を
測
る
『
森
林
調

査
』
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
森
の
中
に
数

カ
所
設
け
ら
れ
た
ク
イ
ズ
の
ポ

イ
ン
ト
で
、
森
・
川
・
海
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
答
え
を
全
員
で

協
力
し
な
が
ら
考
え
、
回
答
を

競
い
合
う
「
い
き
も
の
つ
な
が

り
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
行
わ

れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
森
の
中

を
走
り
回
り
な
が
ら
、
い
き
も

の
の
つ
な
が
り
を
学
び
、
森
と

親
し
む
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
が
心
待
ち
に
し
て
い

た
昼
食
に
は
、
積
丹
観
光
協
会

に
よ
る
、
積
丹
町
産
の
甘
エ
ビ

な
ど
の
海
産
物
を
贅
沢
に
使
っ

た
シ
ー
フ
ー
ド
カ
レ
ー
が
提
供

さ
れ
、
お
か
わ
り
に
列
が
出
来

る
ほ
ど
の
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｔ
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
国
・
道
の
関
係
機
関
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、『
Ｊ

Ｔ
の
森
積
丹
・
海
を
育
む
水
源

の
森
』
の
実
現
を
目
指
す
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

遊
歩
道
整
備
・
森
林
調
査

▲カラマツのチップを敷く遊歩道整備
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